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一
　
はじめに
　
幕末期に幕府の奥右筆を勤めた故実家の栗原信充は、その著作
である『柳庵雑筆』第二（注
1）において武家の鷹狩りの流派に
ついて以下のように説明する。
又百済の米光由光の芸を伝へしは、出羽守源斉頼なり、斉頼の父は駿河守忠隆と云、母は権大納言斉信の女なり、忠隆は鎮守府将軍満政の二男にして、清和天皇五代の孫なり、斉頼無双の鷹飼にて、其芸武家に伝はり、信濃国諏訪 贄鷹、下野国宇都宮の贄鷹等 徒、みな此斉頼の流を相承す、その中に祢津神平が流は、諏訪の贄鷹の派と云 但祢津の系図には、清和天皇第四皇子貞保親王
一本貞元に作
八代平権大夫重道の二男、
祢津左衛門尉道直 子を神平貞直と云、貞直が子神平宗直、のちに美濃守と云、宗直 神平宗道 その子神平敦宗、その子神平宗光、また大宮新蔵人と云 此時御所御鷹飼方の秘訣を伝ふと云 酒君の流と、米光由光 ながれと、祢津家に一統して相承ることヽなりしなり 宗光十五代美濃守信直入道して、松
鷗（ママ）
軒常安と云、宮内大輔元直の男なり、松
鷗（ママ）
軒の弟子に、屋代越中守、吉田多右衛門家元、熱田鷹飼
伊藤清六、小笠原某、羽根田某、横澤某、荒井豊前守 平野道伯等の数人あり、皆新得発明する所ありて、各一家をなす、是鷹飼流派の大概なり。
　
右によると、百済から伝来した「米光由光」の芸を伝えたのは
「出羽守源斉頼」であったという。この斉頼は鷹飼の名人で、その芸は「武家」に伝わったとされる。 「信濃国諏訪の贄鷹」及び「下野国宇都宮の贄鷹 に従事する人々はみなこの斉頼流 鷹術
を相承し、中でも「祢津神平」の流派は諏訪の贄鷹の流れを汲む一派とされている。さらには祢津氏の系図を挙げて、彼らの鷹術に関する具体的な情報を記載している である。　
一方、国立公文書館内閣文庫蔵『鷹書
 小笠原
 上』 （函号一五
四︲二九九、写本）には、その奥書に以下のような記述が見える（句読点は私に付した。以下同） 。
右一巻者、雖為當家秘術書、依不浅御意望、口傳等、無残令傳授畢。蓋不顧外口歟、且非其仁可被禁視洩者也。
　　　
鷹書巻之一終

小笠原備前守
　　
永正元年九月七日

政清

伊藤文右衛門尉
　　
天文七年二月八日

宗家

伊藤彦次
郎
号兵部少輔
　　
天正八年六月三日

正家

伊藤孫兵衛
尉
法名桃庵法眼茶竹
　　
寛永二年八月十三日

宗秀

伊藤新五入道桃庵

不卜
　
右によると、同書は当家（＝小笠原家）の秘術書であったが、
たっての要望により、口伝などを残さず伝授されたものという。そのため、同書の内容は口外及び漏洩禁止とされている。さらに、同書の伝来については「小笠原政清―伊藤宗家―伊藤正家―伊藤宗秀―伊藤不卜」と伝えられる。この伝授の末尾に寛永二年（一六二五）の年記が見えることから 同写本はそれ以降に流布しことが想定される。周知のように、小笠原流礼法が武家の礼法として隆盛したのは近世期であ それに応じて享受され
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たテキストであることが予想されるのである。　
このような小笠原流礼法の伝書である内閣文庫蔵『鷹書
 小笠
原
 上』には、鷹詞に関する説明のひとつとして「鷹匠」の表記
（用字）について取り上げ、以下のように述べている。　　
鷹しやう家によりて替れり一
　
御當家には
　　　
鷹
匠ジャウ
鷹をたくみて使との儀也
　　
一
　
上諏訪には
　　　
鷹
左シヤウ
右
左右に鷹を居との儀也
　　　　
羽印の鷹
　
左右
居ル
　
白尾の鷹
　　
一
　
下諏訪には
　　　
鷹成
我心ヲ鷹と名付て使との儀也
　　　
巣印の鷹
　
矢形尾
　　
一
　
祢ネツノ
津
の家には
　　
鷹生
鷹をいかして使との儀
也
　　　
蒼鷹
　　
真白符鷹
　　
一
　
宇
都ツ
宮の家には
　
鷹常
ふ断鷹に
　
成との儀也
　　
一
　
行平には
　　　　
鷹公羽
かへしく使との儀也
右、依家つかふ秘事也。たかしやうとは字をかなにかくへし。又、鷹聖。鷹師。
　
右によると、当家（＝小笠原家）は「鷹匠」 、 「上諏訪」は「鷹
左右」 、 「下諏訪」は「鷹成」 、 「祢津の家」は「鷹生」 、 「宇都宮の家」は「鷹常」 、 「行平」は「鷹公羽」と表記することがそれぞれ説明されている。 「上 及び 下諏訪」は諏訪社の上社・下社の流派のことであろう。 在原行平にちなむ流派か、未詳。また、上記に示されている各流派の用字の真偽も未詳である。が、それよりもここで注意したいの 、 上諏訪 「下諏訪とは別の流派として「祢津の家」が認識されていることである。それは先に挙げた『柳庵雑筆』が、同家の鷹術を諏訪の贄鷹の流れを汲むものと説明している と齟齬がある。また、 『柳庵雑筆』の主張を踏まえたとおぼしき宮内省式部職編の『放鷹』第一篇「放鷹」 （注
2）は、 「諏訪流といひ禰津流といひ神平流といふ
皆同じ流」という見解をとっている。信州禰津氏 諏訪神党であったことも相まって、こ ような『放鷹』の見解がこれまで一般的に支持されてきた。しかしな ら、上掲 『柳庵雑筆』も取り上げている祢津松鷂軒常安の名前が見える祢津流 鷹書やその松
鷂軒の甥である祢津信光（昌綱）の子孫に伝来した鷹書類には諏訪信仰の影響はまったく見えない（注
3） 。少なくとも中世末期
～近世期における祢津流の鷹術は、諏訪信仰とは乖離 ものであったことが推測される。従来、諏訪流と混同されて誤った認識をされてきた当該流派の実態について、今後は正しい視座から検証しなおす必要があろう。　
ところで、先般、富山県小矢部市在住の依田盛敬氏宅に、ご当
家伝来の鷹書類が八十点ほど現存しているとの連絡を受け、調査する機会に恵まれた。同氏の一族はかつて加賀藩に仕えた鷹匠であったという（後述） 調査 結果、この依田氏所蔵の鷹書のはいずれも「祢津流（家） 」のものであることが判明した。すなわち、当家所蔵の家系図によると、当家の依田十郎左衛門守廣なる人物が、祢津流の鷹匠として著名な祢津松鷂軒の娘聟になり、彼から祢津流の鷹術を伝授されたという。そしてそれを起源として当家に代々祢津流の鷹術及び鷹書が伝来し とされてい である（後述） 。　
先述のように、祢津流の鷹術は中世末期以降に流布した著名な
流派のひとつであった。にも関わらず、長らく諏訪流と混同視されてきたこともあり、その具体的な実態はほとんど知られていない。今回、新しく発見され 依田氏 鷹書類の存在はような状況を打破する有力な手 かりに ろう。　
そこで、本稿では、新出資料である依田氏伝来の鷹書について、
その一部を関連資料とともに紹介する。そしてそこから得られる基礎情報を整理して、祢津流の鷹術を解明する一助として提示たい。二
　
依田氏の系譜について
　
依田氏伝来の鷹書の紹介に先駆けて、まずは同氏の系譜につい
て確認する。今回の調査によって、当家には伝来 家系図も複数現存していることがわかった。その中から『依田家系圖』 （巻子本）に見える記事を以下に挙げる。
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右によると、当家は源経基の五男である源満快を氏祖とし、信
州から北陸に出たのは十代目の守廣以降のようである。さらに同系図に見える守廣の注記によると、この人物は当家の鷹術の祖とでも言うべき存在であったことが記載されている。すなわち、依田十郎左衛門守廣は信州佐久郡の住人であった。天正十年（一五八二）六月に織田信長が滅亡し 際 、徳川家康が芦田（依田）信蕃に忠節を以て仕えるべき旨を仰せ付けた上、信州 岩村田（現・佐久市岩村田）および諏訪山（未詳。諏訪郡内か）を掌握し、そのうち諏訪山には芦田信蕃と依田十郎左衛門守廣を配置し、岩村田には依田勘助を配置して地侍たち 支配した。そ 後、芦田は「上州藤岡（現・群馬県藤岡市） 」に所替を命じ 守廣には「信州佐久郡之内ねきわ村平井村北津村（未詳） 」を従わせたという。また、守廣の妻 「下野信守（芦田信守） 」の娘すなわち信蕃の兄弟であったが、後妻として祢津松鷂軒常安の娘 娶る。松鷂軒には男子がなかったので、守廣が鷹の家の流儀を継いだ後、越前に居を移してその地で卒した いう。菩提寺は「心月寺」 、法名は「覺城院殿武観違進居士」と号した さらに守廣の子である守常は、右の系図の注記によると、 州に生まれて依 権兵衛と称したと見える。父・守廣とともに越前に越してきた後、徳川忠長に仕えるもののほどなく病死し という。その守常の子である貞清は、同系図の注記で 越前に生まれて依田次郎左衛門と称したことが記載されている。浪人であった め「芦田圖書方」に頼って、 「越前相公」に鷹方指南と 仕え 後 「冨山松平淡路守（前田利次） 」 「鷹家之儀」を以て召抱えられ、正保四年（一六四七）から仕えるようになった。六六歳で病死し、 「冨山全慶寺」で葬られ、法名は「心月耳通居士」と号 たという。右掲の系図は、当家が鷹術で仕官するようになった は、この依田次郎左衛門守常以降のことと伝えているのであ　
その後、当家は文政年間には加賀藩に仕官していたらしい。す
なわち、依田盛敬氏が所蔵する文書類の中に、 「依田十郎左衛門方へ」と宛てて、国内百石の知行を安堵することを記したも があり、それに文政二年（一八一九）七月十三日の日付 当時 加
【系図１】　　　
∴六孫王經基之五男
○滿
快ヨシ
―
滿國
―
爲滿
―
爲公
―
爲
扶スケ
―
爲實
―
實信
―
信行
○依田三郎
信行後胤
　
家ノ紋三蝶或ハ三折蝶
　
玄栄
　　　　　　　　　
信守
芦田備前守入道信州ニ任
　　　
 芦田下野
　
信州之住
　
後武田信玄公之時分遠州
二俣之城ヲ預リ在住ス
　
其后勝頼公滅亡後権現
様之御幕下ト成ル
　　　　　　
信
蕃シゲ
　　　　　　　　　　　
（以下略）
芦田右衛門
　
後
　
依田常陸助ト云
　
金龍齋
依田金伍信州之任
　
后上州白井惣林寺葬ス
　
禅宗金伍畫賛之像越前心月寺ニ在
之処任職他山之砌富山移リ富山光厳寺之宝物之内ニ今 在之
　　
○守廣
生國信州
　
依田惣藏次右衛門
　
后十郎左衛門与改メ依田金吾嫡子
　
信州佐
久郡之住人
　
天正十年六月織田信長公御滅亡之砌
　
権現様ヨリ芦田右衛門
信蕃江信州御手ニ入候様ニ
　
忠節可仕旨被仰付依之方々御手ニ引付則信州
岩村田諏訪山二ヶ所被抱置
　
則諏訪山ニハ芦田右衛門佐信蕃依田十郎左衛
門守廣被指置
　
岩村田ニハ依田勘助被指置
　
地侍共支配仕居候
　
其后芦田
上州藤岡江所替被仰付
　
依田十郎左衛門守廣ハ信州佐久郡之内ねきわ村平
井村北津村順之ス
　
守廣妻芦田下野信守女
　
後妻根津松鴎軒常安ノ女
　
松
鴎軒常安男子無之ニ付
　
鷹家之儀 江得之後
　
越前江被
越
　
越前卒ス
　
菩提所心月寺禅宗法名覺城院殿武観違進居士ト号ス
　　　　　
守常
生國信州
　
依田権兵衛
　
父守廣ト一所ニ越前江被越
　
其已後駿河大納
言様江相汝無程病死法名月海恵庵上座ト号
　　　　
貞清

（以下略）
生國越前依田次郎左衛門
　
浪人故越前芦田圖書方ニタヨ
リ在之内 相公様江鷹方御指南申上ル色々拝領仕ル内七寳流シ キセル今ニ所持ス
　
其后冨山松平淡路守様鷹
家之儀及御徳近藤甲斐ヲ以被召抱
　
正保四年ヨリ相勤六
拾六歳ニテ病死禅宗冨山全慶寺葬之
　
改名心月耳通居士
ト号
　　　
出家
信州津金寺住職真言宗也

（稿者編集）
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賀藩主（第一一代藩主）である前田斉広の印章（朱方印）が確認できるのである。ちなみに、同じく「依田十郎左衛門方へ」と宛てた天保十年 一八三九）三月一日の日付が見える文書もある。それによると同氏の知行を三十石加増して百三十石とすることが記載され、当時の加賀藩主（第一二代藩主）である前田斉泰の印章（朱方印）が押印されている。同様に「依田十郎左衛門方へ」と宛てた弘化四年（一八四七）七月八日付の文書にも百三十石の知行を安堵する旨が記されており、やはり同じく前 斉泰の印章（朱方印）が見える。　
また、依田盛敬氏が所蔵している文書類の中には、これらとほ
ぼ同じ時期のものと判じら る文書が他にも多数あり、そのうちのひとつに以下のようなものがある。
各義今般御鷹匠小頭被仰付候ニ付、如先規以来、拙者共支配いたし候条、可被得其意候。以上
　　　
巳卯
　　　　
七月十三日
　
前田掃部（朱方印）
　　　
山崎七左衛門殿
　　　
依田十郎左衛門殿
　
この文書は「前田掃部」から「山崎七左衛門」 「依田十郎左衛
門」に宛てて、彼らを鷹匠小頭の役職に任じることを命じたものである。 「前田掃部」については、 『文政武鑑』 （注
4）の文政元
年の記事に当時同藩の年寄職に就いていた人物の一人にこの名前が見えるので、それに比定されよう。なお、文政年間において干支が巳卯であるのは文政二年である。と うことは、依田十郎左衛門は百石の知行を安堵されたのと同じ年に鷹匠小頭 も任じられたということにな 。　
さて、先に挙げた『依田家系圖』の守廣の注記によると、彼は
信蕃（守廣の父である金龍齋 兄・玄栄 孫）とともに彼が徳川家康に仕えていたと伝えている。このような守廣と信蕃の接点については、 『依田記』 （注
5）に以下のような記事が見える。
天正十年壬午年之秋ヨリ。依田右衛門佐計策を以。真田安房守を引付申候。此義。信州に而真田安房守大名と申。殊に先
年之時分。武田信玄公使番。其節は武藤喜兵衛武篇之行をも見聞申者之義に御座候故。右衛門佐は其所を存寄。先真田をさゑ引付。味方に仕候はゝ。小侍は手に立義に而無御座候間安存。先真田方へ。午ノ秋。津金寺と申出家を遣し。真田方え色々申遣候。真田対面。具に右衛門佐方へも返事御座候つる。就夫。二度目に依田十郎左衛門と申者を。真田え弥和談に仕。三度目には真田安房守自身。蘆田小屋之麓迄参り候。右衛門佐義。蘆田小屋より罷出 真田と対面仕。直に良久談合御座候つる。其時。右衛門佐申杯と 家康様え□々存寄候はゝ。起証文を以 申上可然と好み被申候へは 真田 尤と同心仕候。
　
右は、天正一〇年（一五八二）年九月、徳川家康と敵対する北
条軍に加担していた真田昌幸を味方につけるため、依田右衛門佐（信蕃）が画策した場面である。すなわち、まずは津金寺という出家を使者として真田方へ遣わすと昌幸は対面し、信蕃に詳細な返事をしたという。二度目は依田十郎左衛門というものを真田へ和談に派遣した。すると三度目には昌幸自身が蘆田小屋の麓まで参上したという。信蕃も小屋を退出して昌幸と対面し、直接談合した。結果、信蕃の提案 よって、昌幸 家康に従う起証文を提出することに同意した ここに見える「津金寺と申出家」 は前掲の『依田家系圖』に見える金龍齋の弟（守廣の叔父）に該当する「出家」と記される人物が連想される。さらに、右掲の記事において二度目に派遣されたという「依田十郎左衛門」 守廣のことであろう。この『依田記』に見えるような経緯が史実としてあったかどうかは不明であるが、少なくとも守廣と信蕃が家康配下において近い存在であったとする『依田 系圖』 同様の認識が他の文献にも見られることは注目 よう。　
さらに、右掲の『依田家系圖』に見える守廣の注記には、彼が
祢津松鷂軒常安の娘聟になったのを機に鷹の家を受け継いだ経緯が記されている。すでに述べたが、この祢津松鷂軒という人物は、前掲の『柳庵雑筆』の記事に引用されるくらいに祢津流の鷹匠してよく知ら た存在であった。さらに 依田家では、このよ
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な松鷂軒から守廣に鷹術が伝授された経緯を伝える巻物が三本伝来している。これらの本文はいずれも語句レベルでの異同が見られるのみで、ほぼ同じ内容を伝えている。以下にそのうちの一本から該当部分の叙述を挙げる。
清和天王月宮一條院以来、於天下号多賀家者信濃国小縣之住人祢津是也。貞直与云代依多賀之名誉、度々蒙勅命之誉挙、和朝其名代々之子孫傳之。然所成好以誓血承候間、家之多賀文一部、拾八之秘事三拾六之口傳不残相伝畢。志深人、頻所望付者起請文請取、抜書之通可有相傳一部之所者縀雖為子孫感志之浅深、可為唯受一人千金莫傳云々。
　　　
慶長四年
庚
　
　
子　　　　　　　　　
  祢津松鷂軒
　　　　　
五月十八日

常安（花押） （朱長方印）
　　　
依田十郎左衛門殿
　
これによると、清和天皇の「月宮一條院」以来、天下において
鷹の家を号したのは信濃国小縣（現・長野県東御市）の住人である祢津であったという。 「月宮一條院」とは未詳であるが、祢津家の鷹術 来歴について、その遡源を清和天皇に関わらせて表現してい 点が興味深い。さらに右の記事では、貞直の代に鷹 名誉があったこと、度々勅命を蒙って名を挙げ、本朝においてその名は代々の子孫に伝わったと伝えている。続けて、祢津家では鷹文（鷹書）や一八の秘事及び三六の口伝が残らず相伝され、それを志深い人が きりに所望して伝授されたと記している。末尾には慶長四年（一五九九）五月十八日の日付と同文書が祢津松鷂軒常安から依田十郎左衛門に宛てたものであることを示す文言が見える。　
一方、 『信州滋野氏三家系図』 （注
6）には、松鷂軒の一族であ
る祢津氏について以下のような系譜が記されている。　
これによると、祢津氏は清和天皇の末裔の一族となっており
先に挙げた依田氏の文書で祢津氏の鷹の として 遡源 同天皇に言及しているのと符号する。さらに、貞直の注記には「鷹名誉アリ」と見え、前掲の文書に見える「貞直与云代依多賀之名誉、度々蒙勅命之誉挙」という叙述と合致する。一方、前掲 依田氏
清和天皇（略）
―
貞保親王（略）
―
目宮王（略）
―
善
淵王（略）
―
滋氏王
従五位下院判官代信濃守
　
母太政大臣基経女
―
為廣
従五位上
　
号三寅大
夫。贈中納言。従三位
―
為
通
従四位下左衛門督
―
道直
禰津小二
　
郎―
貞直
神平
　
鷹名誉アリ。
自院賜宝珠并御剣
―
宗直
禰津小二郎美濃守
―
宗
道
小二郎左衛
  門
  尉―
敦宗
左衛門尉―
宗光
神平
　
法
名
  光
  仏―
光長
神平四郎―
光義
三郎
　
大力也
―
重綱
神平三郎―
光頼
禰津美濃
　
守―
頼直
神平二―
時直
禰津神平
　
二―
長泰
美濃守―
泰
綱
美濃守―
氏綱
美濃守民部丞
―
遠光
従五位下越
  後
  守―
女子
無男子而女子相続
―
時貞
上総介
　
法名龍雲
―
信貞
三郎上総介
　
法名正山
―
光直
宮内大夫
　
法名竹叟
―
覚直
宮内大夫
　
法名一英
―
元直
宮内少輔
　
法名元山
―
信直
美濃守
　
法名栄安

（稿者編集）
【系図２】の文書では「常安」とされる松鷂軒の俗名が右の系図では「信直」となっているなど、異な 部分もいくつかある。たとえば、『依田家系圖』が伝える守廣が松鷂軒の娘婿になったというような祢津氏と依田氏の関わりを示す情報は右の系図には一切記載されていない。　
ところで、松鷂軒が徳川家康に仕えて上野国豊岡五千石を領し
た事績につ ては先学においてすでに詳しく説明されている（注
7） 。この豊岡五千石は松鷂軒の甥である信政が受け継ぐと、さ
らに五千石加増され 豊岡藩が立藩された。が、その後三代で藩主の血統は断絶し、後継者が不在となる。結果、当家は改易され上野国豊岡藩は廃藩となった。なお、このような松鷂軒以降の豊岡藩主もまた、鷹術と関わっていたらしい。たとえば天保一二年（一八四一）に完成した徳川幕府の官撰である史書の『朝野旧聞裒藁』 （注
8）には、以下のような記事が見える。
祢（慶長七年）
津美濃
守信政卒す、これよりさき家伝の鷹の書を徴
れ（さ脱カ）
し
か
とも、其事に及はさるにより、嗣子神平吉直これを献す。
　
これによると、祢津信政が死去したため、代わりに信政の嗣子
である吉直が幕府にこれを献上したという。　
このように、松鷂軒の遺領を継いだ豊岡藩主が三 断絶して
しまったという事実は、先に挙げた『依田家系圖』の守廣の注記に見えるような、松鷂軒には男子が無かったために娘婿の守廣に
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鷹の家の流儀を伝授したという伝承と通じるものであろう。このような鷹術をめぐる松鷂軒と守廣との交流を伝える事例のひとつとして、松鷂軒の名前が見える祢津流の鷹書の奥書が挙げられる現存する祢津流の鷹書の多くは、その奥書に祢津松鷂軒の名前が記されている。そのなかで、たと ば、宮内庁書陵部蔵『鷹狩記

祢津流
 完』 （函号一六三︲一〇四四）には以下のような奥書が見
える（宮内庁書陵部蔵『 狩記
 根津流』 （函号二〇七︲一〇四）
にもほぼ同文の奥書あり） 。
信濃国小縣郡之住人祢津之家之山多賀之法度、大方如此抜書ト。極意は灌頂巻可有者之。手金奥傳之。

祢津松鷂軒

常安

依田十郎左衛門
　　
天正拾六年
戌
　
　
子
守廣（花押）
　　　　
二月朔日
　　
江守清兵衛殿
或書曰信州禰津氏ハ清和天皇ノ皇子貞保親王ノ裔孫左衛門尉道直ヨリ代々禰津ニ住ス。天文比村上義清ト戦テ家亡滅ス。禰津元直同弟美濃守甲州ニ奔テ信玄ニ仕ヘ後東照宮ニ奉仕薙髪シテ号松鷂軒。其子美濃守信政蒙台命家傳ノ鷹書ヲ献ヘキ由ノ処、信政卒去ニ付神平吉直奉献之。于時慶長七年歟。
元（月）
直参州長篠ニ於テ戦死スト云ヘリ。
　
このテキストは「祢津流」を書名に冠する鷹書である。右掲の
奥書によると、 「信濃国小縣郡之住人祢津之家」の鷹術の秘伝を抜書きしたものという。その文言に続いて「祢津松鷂軒常安」と連名で「依田十郎左衛門守廣」 名前と天正一六年（一五八八）二月一日の日付が見え、その宛先は「江守清兵衛」となっている。末尾には、信州祢津氏が清和天皇の末裔であることや天文の頃に村上義清と戦って当家 滅亡したことを述べている。さらに続けて、祢津元直と弟は甲州 逃げて武田信玄に仕えた後、徳川家康に仕え、剃髪して松鷂軒と号した旨や、松鷂軒 子の信政が徳川秀忠の命を蒙って家伝の鷹書を献上する際に卒去したので嗣子の
吉直が代わって献上したという件の逸話などが叙述されている。　
他にも、守廣とともに依田氏の人物たちが複数人奥書に併記さ
れている祢津流の鷹書も存在する。たとえば、宮内庁書陵部蔵『祢津流
　
鷹名所記』 （函号一六三︲一三一五）には以下のような
奥書が見える。　　
天正十六年
戌
　
　
子
　　　　
二月朔日
　
祢津松鷂軒
　　　 　　　　 　　
常安
　　　
依田次右衛門殿
　　　
同
　
十郎左衛門殿
　　　
同
　
与市殿
　　　
同
　
陽外記殿
　　　
同
　
権助殿
　
右の奥書によると、本書は祢津松鷂軒から「依田次右衛門」ほ
か四名の依田氏の人物たちに宛てたものであ こと わかる。宛先の五人の人物たちのうち、二番目に見える「十郎左衛門」は守廣のことであろう。また、記載されている年月日は先に挙げた宮内庁書陵部蔵『鷹狩記
 祢津流
 完』と同じ天正一六年二月一日と
なっている。　
以上のように、依田盛敬氏が所蔵する当家伝来の文書類による
と、当家の鷹術は祢津松鷂軒から娘婿の依田守廣に伝授されたものであるという。このような松鷂軒と依田氏の鷹術交流 ついては、依田家以外 書にもそれを示す記載が見られることから、史実か否かはともかくとして、近世期の鷹書を介した情報網においては広く認知されていたことが判じられよう。三
　
依田氏伝来の鷹書
　
先にも述べたように、依田盛敬氏が所蔵する当家伝来 鷹 は
八十点近くある。その中には絵巻物 数点含まれるが、ほとんどは冊子状のものである。その冊子類は、表紙の装丁及び寸法 ほぼ同じものが十～数十冊ずつあり、それぞれ一揃いのシリーズ本
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と見なせるもので、以下の三種類に分類することができる。①
　
打雲紙を上下裁断して改装したと思われる表紙のもの（上部の藍雲の部分を表表紙、下部の紫雲の部分を裏表紙にそれぞれ装丁） 。寸法は縦がおおよそ一四～五糎×横がおおよそ一六糎のもの。
･･･
四五冊現存。
②
　
縹色の表紙で縦がおよそ二四糎×横がおよそ一八． 五糎のもの
･･･
十冊現存。
③
　
表紙も大きさもふぞろいのもの
･･･
四冊現存。
　
上記の①～③のうち、本節では蔵書の大半を占める①のテキス
トについて取り上げ、それぞれの書誌の概略を以下に紹介する。
1　『十二顔
　
外物』 （外題） 。一冊。縦一五． 〇糎×横一六． 〇糎。
表紙左肩 「十二類
　
外物」の貼題簽（縦九． 八糎×横一． 八糎） 。
袋綴。本文料紙楮紙。三つ目綴。全九丁（遊紙後一丁） 。一丁表左肩に「鷹十二顔」 （表紙見返し部分が剥離した部分に記載） 。二丁表中央 祢津家外物拾巻之内」 。三丁表に「鷹十二顔次第」（巻首題） 。半葉一二行。漢字片仮名交じり文。朱筆で斜線・読点・濁点・丸印記号などの書き入れあり。八丁表に「祢津松鷂軒（縦三． 一糎×二． 三糎の朱長方印）／天正十六年
戌
　
　
子／二月朔日
　
常安（花押）／依田十郎左衛門殿」 。虫損甚大。
2　『十二相傳
　
外物』 （外題） 。一冊。縦一五． 二糎×横一六． 一
糎。表紙左肩に「十二相傳
　
外物」の貼題簽（縦九． 九糎×横一．
九糎） 。袋綴。本文料紙楮紙。三つ目綴。全一四丁（遊紙後一 ） 。一丁表左肩に「十二相傳
　
外物」 （表紙見返し部分が剥離した部
分に記載） 二丁表中央に「祢津家外物拾巻之内 半葉一二行。漢字片仮名交じり文。朱筆で斜線・読点・濁点・丸印記号などの書き入れあり。一三丁裏に「祢津松鷂軒（縦三． 一糎×二． 三糎の朱長方印）／天正十六年
戌
　
　
子／二月朔日
　
常安（花押）／依田十郎
左衛門殿」 。虫損甚大。
3　『病見圖
上
　
外物』 （外題） 。一冊。縦一五． 〇糎×横一六． 〇糎。
表紙左肩に「病見圖
上
　
外物」の貼題簽（縦九． 九糎×横一． 九糎） 。
袋綴。本文料紙楮紙。三つ目綴 全一二丁（遊紙後一丁） 。一丁表中央に「祢津家外物拾巻之内」 半葉一二行。漢字片仮名交じ
り文。朱筆で斜線・読点・濁点・丸印記号などの書き入れあり。一一丁裏に「祢津松鷂軒（縦三． 一糎×二． 三糎の朱長方印）／天正十六年
戌
　
　
子／二月朔日
　
常安（花押）／依田十郎左衛門殿」 。虫
損やや目立つ。
4　『さしは
　
外物』 （外題） 。一冊。縦一五． 〇糎×横一六． 一糎。
表紙左肩に「さしは外物」の貼題簽（縦九． 九糎×横二． 〇糎） 。袋綴。本文料紙楮紙。四つ目綴。全一〇丁 遊紙後一丁） 。一丁表中央に「祢津家外物拾巻之内 半葉一〇～一二行。漢字片仮名交じり文 朱筆で斜線・読点・濁点・丸印記号などの書き入れあり。九丁裏 松鷂軒（縦三． 一糎×二． 三糎の朱長方印）／天正十六年
戌
　
　
子／二月朔日
　
常安（花押）／依田十郎左衛門殿」 。
虫損甚大。
5　『替物
　
外物』 （外題） 。一冊。縦一五． 一糎×横一六． 〇糎。
表紙左肩に「替物
　
外物」の貼題簽（縦九． 八糎×横一． 八糎） 。
袋綴。本文料紙楮紙。四つ目 全二二丁。 丁表中央に「祢津家外物拾巻之内」 。二丁表～一一丁表まで半葉九行。一一丁裏は白紙。一二丁表～二〇丁裏は半葉 二行。 一 表裏白紙 漢字片仮名交じり文。朱筆で斜線・読点・濁点・丸印記号などの書き入れあり。二二丁裏に「祢津松鷂軒（縦三． 一糎×二． 三糎の朱長方印）／天正十六年
戌
　
　
子／二月朔日
　
常安（花押）／依田十郎左衛
門殿」 。二丁表～一 表までと一二丁表～二〇丁裏は本来別のテキストであったか。虫損甚大。
6　『
十
　
當流巻』 （外題） 。一冊。縦一五． 五糎×横一六． 一糎。
表紙左肩に「
十
　
當流巻」の貼題簽（縦一〇． 〇糎×横二． 〇糎） 。
袋綴。本文料紙楮紙。四つ目綴 全一七丁（遊紙前一 ） 。二表中央に「祢津家たか文巻類之内」 。半葉一二行。漢字片仮名交じり文。朱筆で合点・読点・濁点・丸印記号などの書き入れあり一七丁裏に「祢津松鷂軒（縦三． 一糎× ． 三糎の朱長方印）／天正十六年
戌
　
　
子／二月朔日
　
常安（花押）／依田十郎左衛門殿」 。虫
損甚大。
7　『荒鷹入巻
　
下
』 （外題） 。一冊。縦一五． 五糎×横一六． 一糎。
表紙左肩に「
□
　
荒鷹入巻
　
下
」の貼題簽（縦九． 九糎×横二． 〇
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糎） 。袋綴。本文料紙楮紙。四つ目綴。全一九丁（遊紙前後各一丁） 。二丁表中央に「祢津家たか文巻類之内」 。半葉一二行。漢字片仮名交じり文。朱筆で合点・読点・濁点・丸印記号などの書き入れあり。一八丁裏に「祢津松鷂軒（縦三． 一糎×二． 三糎の朱長方印）／天正十六年
戌
　
　
子／二月朔日
　
常安（花押）／依田十郎左衛
門殿」 。虫損甚大
8　『
五
　
荒鷹
□（入カ）
巻』 （外題） 。一冊。縦一五． 七糎×横一六． 二糎。
表紙左肩に「
五
　
荒鷹
□（入カ）
巻」の貼題簽（縦九． 九糎×横一． 九糎） 。
袋綴。本文料紙楮紙。四つ目綴。全二六丁（遊紙前後各一丁） 。二丁表中央に「祢津家たか文巻類之内」 。半葉一二行。漢字片仮名交じり文 朱筆で読点などの書き入れあり 二五丁裏に「祢津松鷂軒（縦三．一糎×二．三糎の朱長方印）／天正十六年
戌
　
　
子／二
月朔日
　
常安（花押）／依田十郎左衛門殿」 。虫損甚大。
9　『鷹病巻
　
八
』 （外題） 。一冊。縦一五． 四糎×横 六． 〇糎。
表紙左肩に「鷹病巻
　
八
」の貼題簽（縦九． 九糎×横一． 九糎） 。
袋綴。本文料紙楮紙。四つ目綴。全四一丁（遊紙前後各一 ）一丁表左上に「病巻下」 。二丁表中央 祢津家たか文巻類之内」 。半葉一二行 漢字片仮名交じり文。朱筆で斜線・読点・濁点・丸印記号などの書き入れあり。巻末に「祢津松鷂軒（縦三． 一 ×二． 三糎の朱長方印）／天正十六年
戌
　
　
子／二月朔日
　
常安（花押）
／依田十郎左衛門殿」 。虫損甚大。
10　『白鷹記』 （外題） 。一冊。縦一五． 二糎×横一六． 一糎。表紙
左肩に「白鷹記」の貼題簽（縦九． 九糎×横一． 九糎） 。袋綴 本文料紙楮紙。全一三丁（遊紙後一丁） 。一丁表中央に「祢津家たか文巻類之内」 。二丁表～九 までは半葉六行で漢字片仮名交じり文。九丁裏～一一丁表までは半葉 二行で漢字片仮名交じり文。朱筆で斜線・読点・濁点・丸印記号などの書き入れあり。一二丁表に「祢津松鷂軒（縦三 一 ×二． 三糎の朱長方印）／天正十六年
戌
　
　
子／二月朔日
　
常安（花押）／依田十郎左衛門殿」 。虫損
甚大。いわゆる『白鷹記』の内容に該当するのは二丁表～九丁表まで。
11　『薬飼巻
　
□』 （外題） 。一冊。縦一五． 〇糎×横一六． 一糎。
表紙左肩に「薬飼巻
　
□」の貼題簽（縦九． 七糎×横二． 〇糎） 。
袋綴。本文料紙楮紙。四つ目綴。全四七丁（遊紙前後各一丁） 。二丁表中央に「祢津家たか文巻類之内」 。半葉七行～八行。漢字片仮名交じり文。朱筆で斜線・読点・濁点・丸印記号などの書き入れあり。巻末に「祢津松鷂軒（縦三．一糎×二．三糎の朱長方印）／天正十六年
戌
　
　
子／二月朔日常安（花押）／依田十郎左衛門
殿」 。虫損甚大。
12　『
二
　
鷹法度巻
　
□（二カ）
』 （外題） 。一冊。縦一五． 四糎×横一六．
〇糎。表紙左肩に「
二
　
鷹法度巻
　
□（二カ）
」の貼題簽（縦一〇． 〇糎
×横一． 九糎） 。袋綴。本文料紙楮紙。四つ目綴。全一一丁。一表中央に「祢津家たか文巻類之内」 。半葉一二行。漢字片仮名交じり文。朱筆で斜線・読点・濁点・丸印記号などの書き入れあり一一丁裏に「祢津松鷂軒（縦三． 一糎×二． 三糎の朱長方印）／天正十六年
戌
　
　
子／二月朔日
　
常安（花押）／依田十郎左衛門殿」 。虫
損甚大。
13　『
三
　
家意趣巻
　
三』 （外題） 。一冊。縦一五． 四糎×横一六．
〇糎。表紙左肩に「
三
　
家意趣巻
　
三」の貼題簽（縦九． 九糎×
横二． 〇糎） 。袋綴。本文料紙楮紙。四つ目綴。全九丁 一丁表中央に「祢津家たか文巻類之内」 。半葉一二行。漢字片仮文。朱筆で斜線・読点・濁点などの書き入れあり 九丁裏に「祢津松鷂軒（縦三． 一糎×二． 三糎の朱長方印）／天正十六年
戌
　
　
子／二
月朔日
　
常安（花押）／依田十郎左衛門殿」 。虫損甚大。
14　『鞭鈴序巻』 （外題） 。一冊。縦一五． 五糎×横一六． 一糎。表
紙左肩に「鞭鈴序巻」の貼題簽（縦九． 九糎×横一． 九糎） 袋本文料紙楮紙。四つ目綴。全一三丁（遊紙後一丁） 一丁表中央に「祢津家たか文巻類之内 。半葉 二行 漢字片仮名交じり文朱筆で斜線・読点・濁点などの書き入れあり。 二松鷂軒（縦三． 一糎×二． 三糎の朱長方印）／天正十六年
戌
　
　
子／二月
朔日
　
常安（花押）／依田十郎左衛門殿」 。虫損甚大。
15　『餌指法度
　
外物』 （外題） 。一冊。縦一五． 一糎×横一六． 一
糎。表紙左肩に「餌指法度
　
外物」の貼題簽（縦九． 九糎×横一．
九糎） 。袋綴。本文料紙楮紙。三つ目綴。全一四丁（遊紙後一丁）
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一丁表左肩に「エサシノ法度
　
外物」 （表紙見返し部分が剥離し
た部分に記載） 。二丁表中央に「祢津家外物拾巻之内」 。半葉一二行。漢字片仮名交じり文。朱筆で斜線・読点・濁点などの書き入れあり。九丁裏に「祢津松鷂軒（縦三． 一糎×二． 三糎の朱長方印）／天正十六年
戌
　
　
子／二月朔日
　
常安（花押）／依田十郎左衛門
殿」 。虫損甚大。七丁裏・八丁裏・九丁裏は白紙。
16　『生替巻
　
五』 （外題） 。一冊。縦一五． 五糎×横一六． 一糎。
表紙左肩に「生替巻
　
五」の貼題簽（縦九． 九糎×横二． 一糎） 。
袋綴。本文料紙楮紙。四つ目綴。全一三 。一丁表中央に「祢津家たか文巻類之内」 。半葉一二行 漢字片仮名交じり文。朱筆で斜線・読点・濁点などの書き入れあり。九丁裏 祢津松鷂軒（縦三． 一糎×二． 三糎の朱長方印）／天正十六年
戌
　
　
子／二月朔日
　
常安（花押）／依田十郎左衛門殿」 虫損甚大。
17　『鷹序巻』 （外題） 。一冊。縦一五． 二糎×横一六． 五糎。表紙
左肩に「鷹序巻」の貼題簽（縦九． 九糎×横二． 〇糎） 。袋綴 本文料紙楮紙。四つ目綴。全三五丁。一丁表中央に「祢津家たか文巻類之内」 。半葉一二行 漢字片仮名交じり文 朱筆で斜線・読点・濁点などの書き入れあり 三五丁表に「祢津松鷂軒（縦三．一糎×二． 三糎 朱長方印）／天正十六年
戌
　
　
子／二月朔日
　
常安
（花押）／依田十郎左衛門殿」 。虫損甚大。
18　『仕方圖
　
外物』 （外題） 。一冊。縦一五． 〇糎×横一 ． 九糎。
表紙左肩に「仕方圖
　
外物」の貼題簽（縦一〇． 〇糎×横一． 九
糎） 。袋綴。本文料紙楮紙。三つ目綴。全一一丁（遊紙後一丁表中央に「祢津家外物拾巻之内」 半葉一二行。漢字片仮名交じり文。朱筆で斜線・読点・濁点などの書き入れあり。一〇丁裏に「祢津松鷂軒（縦三． 一糎×二． 糎の朱長方印 天正 六年
戌
　
　
子／二月朔日
　
常安（花押）／依田十郎左衛門殿」 。虫損甚大。
19　『架圖巻
　
三』 （外題） 。一冊。縦一五． 五糎×横 六． 〇糎。
表紙左肩に「架圖巻
　
三」の貼題簽（縦一〇． 〇糎×横二． 〇糎） 。
袋綴。本文料紙楮紙。四つ目綴。全二〇丁（遊紙後一丁） 一丁表中央に「祢津家たか文 類之内」 。半葉一二行。漢字片仮名交じり文。朱筆で斜線・読点・濁点などの書き入れあり。九丁は白
紙、一〇丁表は左肩に「チヨ之巻」とのみ記載、一〇丁裏は右肩に「二十九圖」とのみ記載。一九丁裏に「祢津松鷂軒（縦三． 一糎×二． 三糎の朱長方印）／天正十六年
戌
　
　
子／二月朔日
　
常安（花
押）／依田十郎左衛門殿」 。虫損甚大。
20　『祢津家景圖
　
十』 （外題） 。一冊。縦一五． 四糎×横一六． 二
糎。表紙左肩 祢津家景圖
　
十」の貼題簽（縦九． 九糎×横一．
九糎） 。袋綴。本文料紙楮紙。四つ目綴。全 二 （遊紙前後各一丁） 。二丁表中央に「祢津家圖之巻
　
巻類之内」 。祢津家の系図
と依田守廣から守眞までの系図が掲載されている。六丁裏～一一丁表まで白紙。一一丁裏に「祢津松鷂軒（縦三． 一糎× ． 三糎の朱長方印）／天正十六年
戌
　
　
子／二月朔日
　
常安（花押）／依田十郎
左衛門殿」 。
21　『鷹装束巻九』 （外題） 。一冊。縦一五． 四糎×横一六． 三糎。
表紙左肩に「鷹装束巻九」の貼題簽（縦九． 九糎×横一． 九糎）袋綴。本文料紙楮紙。四つ目綴 全 三丁（遊紙前後各一 ） 。二丁表中央に「祢津家たか文巻類之内」 。半葉一一行～ 二行。漢字片仮名交じり文。朱筆等なし。一二丁裏に「祢津松鷂軒（縦三． 一糎×二． 三糎の朱長方印）／天正十六年
戌
　
　
子／二月朔日
　
常安
（花押）／依田十郎左衛門殿」 。
22　『仕方圖
　
外物』 （外題） 。一冊。縦一四． 二糎×横一六． 六糎。
表紙左肩に「仕方圖
　
外物」の貼題簽（縦九． 九糎×横二． 〇糎） 。
袋綴。本文料紙楮紙。三つ目綴。全一三丁（遊紙前後各一 ） 。二丁表中央に「祢津家外物拾巻之内」 。半葉一三行。漢字片仮名交じり文。朱筆等なし。一 に「寛永元年
甲
　
　
子依田次郎左衛門
／二月朔日
　
守廣（花押） （つり鐘形の朱印）／同斎之助殿」 。
23　『病見圖
下
　
外物』 （外題） 。一冊。縦一四． 〇糎×横一六． 五糎。
表紙左肩に「病見圖
下
　
外物」の貼題簽（縦九． 四糎×横一． 九糎） 。
袋綴。本文料紙楮紙。三つ目綴。全一五丁（遊紙前一丁） 。二丁表中央に「祢津家外物拾巻之内」 半葉一三行。漢字片仮名交じり文。朱筆等なし。一五丁表に「寛永元年
甲
　
　
子依田次郎左衛門／二
月朔日
　
守廣（花押） （つり鐘形の朱印）／同斎之助殿」 。
24　『さしは
　
外物』 （外題） 。一冊。縦一四． 二糎×横一六． 五糎。
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表紙左肩に「さしは
　
外物」の貼題簽（縦九． 五糎×横一． 九糎） 。
袋綴。本文料紙楮紙。三つ目綴。全一二丁（遊紙前後各一丁） 。二丁表中央に「祢津家外物拾巻之内」 。半葉一三行。漢字片仮名交じり文。朱筆等なし。一一丁表に「寛永元年
甲
　
　
子依田次郎左衛門
／二月朔日
　
守廣（花押） （つり鐘形の朱印）／同斎之助殿」 。
25　『隼部
　
外物』 （外題） 。一冊。縦一四． 三糎×横一六． 五糎。
表紙左肩に「隼部
　
外物」の貼題簽（縦九． 四糎×横一． 九糎） 。
袋綴。本文料紙楮紙。四つ目綴。全一二丁（遊紙前後各 丁） 。二丁表中央に「祢津家外物拾巻之内」 。半葉一三行。漢字片仮名交じり文。朱筆等なし。一一丁表に「寛永元年
甲
　
　
子依田次郎左衛門
／二月朔日
　
守廣（花押） （つり鐘形の朱印）／同斎之助殿」 。
26　『白鷹記
　
四』 （外題） 。一冊。縦一五． 五糎×横一六． 三糎。
表紙左肩に「白鷹記
　
四」の貼題簽（縦九． 九糎×横一． 九糎） 。
袋綴。本文料紙楮紙。四つ目綴。全一四 （遊 前後各 丁） 。二丁表中央に「祢津家たか文巻類之内」 。三丁 ～一〇丁表は半葉六行、一〇丁裏～一二丁表は一二行、一二丁裏は五行。漢字片仮名交じり文。朱筆等なし。一三丁裏に「祢津松鷂軒（縦三． 一糎×二． 三糎の朱長方印）／天正十六年
戌
　
　
子／二月朔日
　
常安（花
押）／依田十郎左衛門殿」 。 『 』の内容 該当するのは三丁表から一〇丁表までで、一〇丁裏～一 丁裏は別の鷹書の内容となっている。
27　『餌指法度
　
外物』 （外題） 。一冊。縦一四． 一糎×横一六． 五
糎。表紙左肩に「餌指法度
　
外物」の貼題簽（縦九． 四糎×横一．
八糎） 。袋綴。本文料紙楮紙。三つ目綴。全九丁（遊紙前後各一丁） 。二丁表中央に「祢津家外物拾巻之内」 。半葉一三行 漢字片仮名交じり文。朱筆等なし。八 に「寛永元年
甲
　
　
子依田次郎左衛
門／二月朔日
　
守廣（花押） （つり鐘形の朱印）／同斎之助殿」 。
28　『鷹病巻
　
八
』 （外題） 。一冊。縦一五． 五糎×横 六． 二糎。
表紙左肩に「鷹病巻
　
八」の貼題簽（縦九． 八糎×横一． 九糎） 。
袋綴。本文料紙楮紙。四つ目綴。全四一丁（遊紙前後各一丁） 。半葉一二行。漢字片仮名交じり文 朱筆等なし。四〇丁裏に「祢津松鷂軒（縦三． 一糎×二． 三糎の朱長方印 天正 六年
戌
　
　
子／二
月朔日
　
常安（花押）／依田十郎左衛門殿」 。六丁裏は白紙。七
丁表の冒頭に「養性下」とあり。
29　『替物
　
外物』 （外題） 。一冊。縦一四
． 〇糎×横一六． 五糎。
表紙左肩に「替物
　
外物」の貼題簽（縦九． 五糎×横一． 九糎） 。
袋綴。本文料紙楮紙。三つ目綴。全二一丁（遊紙前後各一丁） 。二丁表中央に「祢津家外物拾巻之内」 。半葉一三行。漢字片仮名交じり文。朱筆等なし。二二丁表に「右之外拾八之秘事三十／六之口傳残極／寛永元年
甲
　
　
子依田次郎左衛門／二月朔日
　
守廣（花
押） （つり鐘形の朱印）／同斎之助殿」 。
30　『病見圖
上
　
外物』 （外題） 。一冊。縦一四． 〇糎×横一六． 五糎。
表紙左肩に「病見圖
上
　
外物」の貼題簽（縦九． 五糎×横一． 八糎） 。
袋綴。本文料紙楮紙。三つ目綴。全一五丁（遊紙前後各一丁） 。二丁表中央に「祢津家外物拾巻之内」 。半葉一三行。漢字片仮名交じり文。朱筆等なし。一四 に「寛永元年
甲
　
　
子依田次郎左衛門
／二月朔日
　
守廣（花押） （つり鐘形の朱印）／同斎之助殿」 。
31　『十二類
　
外物』 （外題） 。一冊。縦一四． 二糎×横一六． 五糎。
表紙左肩に「十二類
　
外物」の貼題簽（縦九． 五糎×横一． 九糎） 。
袋綴。本文料紙楮紙。三つ目綴。全九丁（遊紙前後各一 ） 。丁表中央に「祢津家外物拾巻之内」 。半葉一 行 漢字片仮名交じり文。朱筆等なし。八丁表に「寛永元年
甲
　
　
子依田次郎左衛門／二
月朔日
　
守廣（花押） （つり鐘形の朱印）／同斎之助殿」 。
32　『家意趣巻
　
三』 （外題） 。一冊。縦一五． 四糎×横一六． 三糎。
表紙左肩に「家意趣巻
　
三」の貼題簽（縦九． 九糎×横一． 九糎） 。
袋綴。本文料紙楮紙 四つ目綴。全一一 （遊 前後各一 ） 。二丁表中央に「祢津 たか文巻類之内」 。半葉一二行 漢字片仮名交じり文 朱筆等なし。一〇丁裏に「祢津松鷂軒（縦三． 一糎×二． 三糎の朱長方印）／天正十六年
戌
　
　
子／二月朔日
　
常安（花押）
／依田十郎左衛門殿」 。
33　『鷹序巻
　
一』 （外題） 。一冊。縦一五． 四糎×横一六． 二糎。
表紙左肩に「鷹序巻
　
一」の貼題簽（縦九． 九糎×横一． 九糎） 。
袋綴。本文料紙楮紙。四つ目綴。全三七丁（遊紙前後各一丁） 。二丁表中央に「祢津家たか文巻類之内」 。半葉 二行。漢字片仮
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名交じり文。朱筆等なし。三六丁裏に「祢津松鷂軒（縦三． 一糎×二． 三糎の朱長方印）／天正十六年
戌
　
　
子／二月朔日
　
常安（花押）
／依田十郎左衛門殿」 。
34　『山鷹巻
　
全』 （外題） 。一冊。縦一四． 一糎×横一六． 五糎。
表紙左肩に「山鷹巻
　
全」の貼題簽（縦九． 五糎×横二． 〇糎） 。
袋綴。本文料紙楮紙。 つ目綴。全七五丁（遊紙前二丁後一丁） 。七二～七三丁は白紙。半葉一三行 漢字片仮名交じり文。朱筆等なし。七四丁表に「寛永元年
甲
　
　
子依田次郎左衛門／二月朔日
　
守廣
（花押） （つり鐘形の朱印）／同斎之助殿」 。
35　『野出咒文
　
外物』 （外題） 。一冊。縦一四． 一糎×横一六． 三
糎。表紙左肩に「野出咒文
　
外物」の貼題簽（縦九． 四糎×横一．
九糎） 。袋綴。本文料紙楮紙。三つ目綴 全一六丁（遊紙前後各一丁） 。二丁表中央に「祢津家外物拾巻之内」 。半葉一三行。漢字片仮名交じり文。朱筆等なし。一五丁表に「右之外拾八之秘事三十／六之口傳残極／寛永元年
甲
　
　
子依田次郎左衛門／二月朔日
　
守廣
（花押） （つり鐘形の朱印）／同斎之助殿」 。
36　『架圖巻
　
三』 （外題） 。一冊。縦一五． 四糎×横一六． 二糎。
表紙左肩に「架圖巻
　
三」の貼題簽（縦九． 九糎×横一． 九糎） 。
袋綴。本文料紙楮紙。四つ目綴 全二〇丁（遊 前後各一丁） 。一〇丁は白紙。二丁表中央に「架圖巻」の内題。半葉一二行。漢字片仮名交じり 。朱筆等なし。一九丁裏に「祢津松鷂軒（縦 ．一糎×二．三糎の朱長方印）／天正十六年
戌
　
　
子／二月朔日
　
常安
（花押）／依田十郎左衛門殿」 。白紙の一〇丁を挟んだ前後で異なる鷹書の内容が掲載されている。
37　『荒鷹入巻
　
五』 （外題） 。一冊。縦一五． 四糎×横一六． 二糎。
表紙左肩に「荒鷹入巻
　
五」の貼題簽（縦九． 八糎×横一． 九糎） 。
袋綴。本文料紙楮紙。四つ目綴。全二七丁（遊紙前後各一丁） 。二五丁裏及び二六丁表は白紙。二丁表中央 祢津家たか文巻類之内」 。半葉一 行。漢字片仮名交じり文。朱筆等なし。二 丁裏に「祢津松鷂軒（縦三． 一糎×二． 三糎の朱長方印）／天正十六年
戌
　
　
子／二月朔日
　
常安（花押）／依田十郎左衛門殿」 。
38　『荒鷹入巻
　
六』 （外題） 。一冊。縦一五． 四糎×横一六． 二糎。
表紙左肩に「荒鷹入巻
　
六」の貼題簽（縦九． 九糎×横一． 九糎） 。
袋綴。本文料紙楮紙。四つ目綴。全二〇丁（遊紙前後各一丁） 。一八丁裏及び一九丁表は白紙。二丁表中央に「祢津家たか文巻類之内」 。半葉一二行。漢字片仮名交じり文。朱筆等なし。一九丁裏に「祢津松鷂軒（縦三．一糎×二．三糎の朱長方印）／天正十六年
戌
　
　
子／二月朔日
　
常安（花押）／依田十郎左衛門殿」 。
37の続
き。
39　『十二相傳
　
外物』 （外題） 。一冊。縦一四． 三糎×横一六． 五
糎。表紙左肩に「十二相傳
　
外物」の貼題簽（縦九． 四糎×横一．
九糎） 。袋綴。本文料紙楮紙。三つ目綴 全一五丁（遊紙前後各一丁） 。二丁表中央に「祢津家外物拾巻之内」 。半葉一 行。漢字片仮名交じり文。朱筆等なし。一四丁 に「右之外拾八之秘事三十／六之口傳残極／寛永元年
甲
　
　
子依田次郎左衛門／二月朔日
　
守廣
（花押） （つり鐘形の朱印）／同斎之助殿」 。
40　『當流巻
　
十』 （外題） 。一冊。縦一五． 四糎×横一六． 二糎。
表紙左肩に「當流巻
　
十」の貼題簽（縦九． 九糎×横一． 九糎） 。
袋綴。本文料紙楮紙。四つ目綴 全一九丁（遊 前後各一丁） 。二丁表中央に「祢津家たか文巻類之内」 。半葉一二行。漢字片仮名交じり文 朱筆等なし。 八丁裏に「祢津松鷂軒（縦三．一糎×二．三糎の朱長方印）／天正十六年
戌
　
　
子／二月朔日
　
常安（花
押）／依田十郎左衛門殿」 。
37の続き。
41　『病顕秘傳巻七』 （外題） 。一冊。縦一五． 四糎×横一六． 三糎。
表紙左肩に「病顕秘傳巻七」の貼題簽（縦九． 九糎×横 ． 九糎） 。袋綴。本文料紙楮紙。四つ目綴。全二四丁（遊紙前後各一 ） 。二丁表中央に「祢津家たか文 類之内」 。三丁表から一九丁裏までは半葉八行。二〇丁表～二一丁表は五～六行（鷹詞一覧） 二一丁裏から二二丁表には鷹詞が 行のみで鷹道具の図が掲載されている。漢字片仮名交じり文。朱筆等なし。二三丁裏に「祢津松鷂軒（縦三． 一糎×二． 三糎の朱長方印）／天正十六年
戌
　
　
子／二月朔
日
　
常安（花押）／依田十郎左衛門殿」 。
37の続き。
42　『鷹法度巻
　
二』 （外題） 。一冊。縦一五． 四糎×横一六． 二糎。
表紙左肩に「鷹法度巻
　
二」の貼題簽（縦九． 八糎×横一． 九糎） 。
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袋綴。本文料紙楮紙。四つ目綴。全一三丁（遊紙前後各一丁） 。二丁表中央に「祢津家たか文巻類之内」 。半葉一二行。漢字片仮名交じり文 朱筆等なし。一二丁裏に「祢津松鷂軒（縦三． 一糎×二． 三糎の朱長方印）／天正十六年
戌
　
　
子／二月朔日
　
常安（花押）
／依田十郎左衛門殿」 。
43　『生替巻
　
五』 （外題） 。一冊。縦一五． 四糎×横一六． 二糎。
表紙左肩に「生替巻
　
五」の貼題簽（縦九． 八糎×横一． 九糎） 。
袋綴。本文料紙楮紙。四つ目綴。全一五丁（遊紙前後各一丁） 。二丁表中央に「祢津家たか文巻類之内」 。半葉 行。漢字片仮名交じり文 朱筆等なし。一 丁裏に「祢津松鷂軒（縦三． 一糎×二． 三糎の朱長方印）／天正十六年
戌
　
　
子／二月朔日
　
常安（花押）
／依田十郎左衛門殿」 。
44　『薬飼巻
　
三』 （外題） 。一冊。縦一五． 四糎×横一六． 三糎。
表紙左肩に「薬飼巻
　
三」の貼題簽（縦九． 八糎×横一． 九糎） 。
袋綴。本文料紙楮紙。四つ目綴。全四六丁（遊紙前後各一丁） 。二丁表中央に「祢津家たか文巻類之内」 。半葉八行。漢字片仮名交じり文。朱筆等なし。四五丁裏に「祢津松鷂軒 縦三． 一糎×二． 三糎の朱長方印）／天正十六年
戌
　
　
子／二月朔日
　
常安（花押）
／依田十郎左衛門殿」 。
45　『鞭鈴序巻一』 （外題） 。一冊。縦一五． 五糎×横一六． 一糎。
表紙左肩に「鞭鈴序巻一」の貼題簽（縦九． 九糎×横一． 九糎） 。袋綴。本文料紙楮紙。四つ目綴。全一四丁（遊紙前後各一丁） 。二丁表中央に「祢津家たか 巻類之内」 。半葉一二行。漢字片仮名交じり文 朱筆等なし。一三丁裏に「祢津松鷂軒（縦三． 一糎×二． 三糎の朱長方印）／天正十六年
戌
　
　
子／二月朔日
　
常安（花押）
／依田十郎左衛門殿」 。　
以上のうち、
1～
19は朱筆の書き入れがあるテキスト、
20～
45
は墨書のみで朱筆が無いテキストと大別できる。
1～
19には虫損
甚大により開披不能な箇所が多くあるテキストばかりであるのに対して、
20～
45のテキストはいずれも汚損等が少なく、比較的状
態の良いものばかりである。先述のように、これらの
45冊はすべ
て表紙の装丁が同じでほぼ同じ寸法 群ではあるが、書
写状況などにおいてそれぞれ異なる実相のあったことも予想されよう。　
また、奥書については
1～
19はすべて「祢津松鷂軒（縦三． 一
糎×二． 三糎の朱長方印）／天正十六年
戌
　
　
子／二月朔日
　
常安（花
押）／依田十郎左衛門殿」と記載するものばかりであるが、
20～
45ではそれ以外に「寛永元年
甲
　
　
子依田次郎左衛門／二月朔日
　
守廣
（花押） （つり鐘形の朱印）／同斎之助殿」と記すテキストも混在している。また、
20～
45のテキスト群で後者の奥書を持つものは
いずれも三つ目綴になっているという特徴も見ら る（そうでないものは四つ目綴。但し、
1～
19のテキスト群では同じ奥書で三
つ目綴と四つ目綴が混在する） 。さらに、これらの依田家伝来の鷹書のうち、奥書に松鷂軒の名前が見えるものに記される日付と、前節で紹介した宮内庁書陵部蔵の松鷂軒の名前が奥書に見える鷹書のそれはどちらも同じ天正十六年二月一日である。しかしながら、一人で多様な鷹書を同じ日に多数記述するというのは不自然で、この日付をそ まま信じることはできない。むしろ伝承上の問題を孕むものとして注目されるべきものであろう。四
　
おわりに
　
以上において、加賀藩に仕えた依田氏について、その系譜と当
家伝来の鷹書の一部を紹介した。同氏 鷹術は祢津松鷂軒から娘聟の依田守廣に伝授されたことを主張するものであった。　
ところで、繰り返しになるが、祢津流の鷹術は中世末期から近
世期において武家の間で隆盛し 流派であったが、その実態はこれまでほとんど知られてこなかった。そ 主な原因は、諏訪流の流派と混同されてきたことと手がかりとなる情報が不足して たことが挙げられる。今回、それを補うべく 祢津流に連なる依田氏伝来の鷹書類が新たに発見され、同流派の伝播の様相を一部明らかにできた。今後は、残りの蔵書を紹介しつつ 個々 テキストをめぐる問題点についても検討を進め 祢津流（ひいては武家流）の鷹術の実相とその文化的意義を明らかすること 目指
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いと思う。【注】（
1） 『日本随筆大成
　
第三期
　
3』 （日本随筆大成編輯部編、吉
川弘文館、一九七六年）所収。
（
2） 『放鷹』 （宮内省式部職編、一九三一年、吉川弘文館、二〇
一〇年新装復刻） 。
（
3）このことについては拙稿「中近世期における信州禰津氏の
放鷹術―諏訪信仰との関わりをめぐって―」 （ 「伝承文学研究」第六四号、二〇一五年）参照。
（
4） 『文政武鑑一
　
大名編
 文政元～四年
 （編年江戸武鑑） 』 （柏
書房、一九八二年）
（
5） 『続群書類従
 第二一輯上
 合戦部』 （続群書類従完成会、一
九七五年）所収。
（
6） 『続群書類従
 第七輯上
 系図部』 （続群書類従完成会、一九
五八年）
 所収。
（
7）寺島隆史氏「近世大名になった祢津氏―中世末から近世初
頭にかけての祢津氏の動静―」 （ 『千曲』四六号、一九八五年） 、原史彦氏「史料紹介―新出史料『徳川家康自筆書状

祢津松鷂軒宛』について」 （ 「尾陽―徳川美術館論集」第
8
号、二〇一二年）など。
（
8） 『信濃史料
 補遺巻下』 （信濃史料刊行会編、坂本太郎氏・室
月圭吾氏監修、信濃史料刊行会、一九六九年）所収。
【付記】　
貴重な資料の閲覧を許可して下さった依田盛敬氏に深謝申し上
げます。　
なお、本稿は、公益財団法人三菱財団
  第
43回（平成
26年度）

人文科学助成「東アジアに伝わる鷹書のデータベース化による放鷹文化の研究」 （研究代表者
  二本松康宏）及び日本学術振興会科
学研究費補助金（基盤研究（Ｃ） ） 「放鷹文化と鷹書類の研究」（研究代表者
  中本大、課題番号
70273555 ）による研究成果の一
部である。

